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はじめに 用した。搬彩条件はFMPSPGR（Hipangle90o，

matrix256×２５６，slicethickness5～6ｍｍ，ｇａｐＯ 

－０．５ｍｍ，ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎｔｉｍｅｌ１ｂａｎｄｗｉｄｔｈ± 

31.3kHz）で．岐大吸気下20～28秒にて撮影した。

in-phaseはTR/ＴＥ：１２０，sec/4.2,sec，opposed‐

phaseはTR/ＴＥ：１２０，sec/L8msecであった。

胸腺が岐大にみえるスライスにて胸腺および

傍脊椎筋の信号強度を測定し，胸腺/筋比を算出

した（図1)。chemical-shiftMRinlagingにおける

胸腺の信号低下比を以下の式にて,;|算した。

式：１１;号lli下比＝胸腺/筋比（()pposed-phase

image）÷胸腺/筋比（in-phaseimage）

chemical-shiftMRimagingにおける信号低下比と

年齢との'１;|:１MMについて検討した。ｐ＜､05を有意

とした。

已結果

ゴド齢とchcmical-shiftMRimagingにおける信号

低下比に強いＩｉｌ１関が得られた（1-0.725,ｐ＜

､001）（図2)。

Ｓ、考察

正常胸腺のliil定は，ＣＴおよびMRIによる形態

的な診断基準を'''心としてなされてきた。しか

し，正常胸ＩＨＩは年齢や全身状態により形態やサ

イズが大きく変化することが知られている。特

に小児期から若年成人にかけてはその傾向が強

く，悪性リンパllfや白MiL病などの胸腺に1極大を

きたすような疾忠と正常胸腺とを形態学的な評

価のみで鍬別することはしばしば１Ｍ化である。

正常胸ｌＩｉｌは思春ﾉﾘ1以降に徐々に退縮していく

が．それ以Ijiiからすでに脂肪変性が進行してい

る。その脂肪変性をchemical-shiftMRimagingに

て評価することで正常胸腺を同定することが可

能となり，さまざまな胸腺疾忠との鑑別にItil:１Ｊ

であると考えられる。

今回我々は他常人のlMil腺に対してchemical-shift

MRimagingを|)'|i形し，胸腺の信号llfT比とｲﾄﾞ齢

との関係について検討した。

１.対象と方法

2001年121=|から2003年１月までに胸腺に対して

chemical-shiftMRimagingを施行した健術人30人

を対象とした。男性15人，女性15人で，平均年

|齢は15.7歳（8～25歳）であった。

MRI装置はＧＥ社製SignaL5T，torsocoiIを使

正常胸11)i(は30歳以下においてはiii純CTでも|司

定が可能で，２０歳以下では内部iUM(収`値が筋肉と

同程度かやや高吸収値を示し，その後は徐々に

吸収1,1[が低下して40歳を超えるとほぼ脂肪組織
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図２年齢（歳）と信号低下比

ilI;lIjM係敗（R）＝0.725と強い相IlMが認められる(1)＜001)。

10歳前後より信号IIR下が認められる。

一一
図１１２歳､男性opposed-phaseT1

weightedimage 

胸ｌｌｌｌおよび傍脊''１k筋にROIを艘定し，そ

れぞれの信号強度を計測する．傍脊椎筋

では筋間での信号変化を避け，ROIを設

定している。

と1司程度になる。また，正常胸１Ｍ(の厚さや'１１mで

は20歳を越えると有意に縮小が認められるよう

になる。正附胸腺のlil定における診断基準とし

ては形態、サイズ，位置，ＣＴ値などが報告され

ている。胸腺の葉榊造の長iiilllに対して垂旗にｒｉｌ

測したL1さの正常上|Ⅱ(が20歳末il11iでは1.8ｃｍ，２０

歳以上では1.3ｃｍである脾')。また，形態としては

胸腺の辺縁が平坦型，凹型が正常胸腺の診断基

準とされているが，２０歳以下においては正常胸

腺でも分染型，限局笑Ｉ１ｌｊ型などが認められる。

さらに観察するスライスや呼吸状態により胸１１)}（

のサイズや形態は異なることも診断を難しくし

ている。また，ＦＤＧ（2-[f]uorine-18]-,u０１．０－２．

deoxyD-glucose）を用いたPET（positronemis

siontomography）による評価も行われているが，

30歳末１１１'１iにおいてはＦＤＧの胸１１綿'1織への生JiHl的

集祇がWl告されている5)6)。以上より，これまで

の診UJT方法では正常胸腺と異常llhl腺とがoverlal〕

することが少なくない.

解剖学的な報告によると'1:常胸腺は思春期に

て1,&大となり，その後は徐々に退縮してゆくが，

胸腺組織内での脂肪変性は形態的な変化が生じ

る以前の10歳前後から進行しているとされる7)。

一般的に，悪性リンパ服やnlll病の胸腺浸潤を

中心とした胸腺疾患は脂肪を含まないと考えら

れ，脂肪の存在が正常胸腺を|可定する決め手と

なる8】。

現在，さまざまな脂肪IIIlllil画像が臨床におい

て川いられているが，そのlBIiい分けに関しては，

撮影領域および搬影方法，施設により巽なる。

今|､I我々は，脂肪抑制画像として微ｌｆな脂肪の

検{１１，に有用とされるchemical-shiftMRimagingを

撮影した，】・年齢とともに傭号低下比が小さくな

り，強い相関力Ｗられた゜ｊＫ常胸腺|ﾌﾞﾘでの微細

な脂肪変性が除々に進行していくという組織学

的な背景を反映し，chemical-shiftMRimagingが
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図３１１歳．女性

Ain-phaseT1weightedimageBopposed-phaseT1weightedimage 

opposed-phaseimage（B）にて億号低下が認められる。胸`Ｗ内骨髄の信号も均一に

低下している（一)。chemical-shiftratioは0.76であった。

確実に胸lllil組織|ﾉﾘの微細な脂肪を検Ilj,したもの

と考えられる（図3Ａ，Ｂ)。また，今lhlの症例の

なかでもchemical-shiftselective法にて僑号低下

が認められず，chemical-shifLMRimaging（in-

phaseandopposed-phaseimaging）にて儒号低下

を呈した症|ﾀﾞ'１が認められている（lXI4A～C)。ま

た，年齢別にみると10歳頃よりｌｒｉ緋低「が認め

られるようになる。この結果は，これまでの解

剖学的な報告と一致しているものと考えられる。

今回の.倹討では症例数が少なく，１１k常人にお

ける評価のみで異常胸腺は含まれていない。今

後，症例数をｊＷやしてさらに年齢との,ｉｆ細な検

討をしていくとともに，異常I11iilWilにおいても同

様に評llliをしていく必要があると考えている。

まとめ

であり，１０歳頃より信号低~1〈を認め，信号低下

比は年齢と強い相関が得られた。

今後，さまざまな胸腺疾恕におけるデータの

蓄禎が必要であるが，本法は正常胸腺と異常胸

腺とを鑑別する診断基準の一つとして期待され

る。
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図４１５歳。男性

Ain-phaseT1weightedimageBopposed-phaseT1weightedimageCfat-supp｢essedT1weighledimage 
opposed-phaseimage（B）では胸腺．胸骨向骨髄に均一な信号低下が認められる。hlLsuppressedimage（C）では皮下脂肪識に
信号低下がみられるが．胸ＩｌｉＬ，胸骨内骨髄に橋号低下はみられない。opposed-phaseimage（B）のみで信号低下が認められる。

chemical-shiftraUoはq74であった。

Materialsandmethods：ＢｅｔｗｅｅｎＤｅｃｅｍｂｅｒ２００１ 

ａｎｄＪａｎｕａｒｙ２００３，３０normalsubliects（l5males 

andl5females：８－２５years，ｍｅａｎａｇｅｌ５７ｙｅａｒｓ） 

whounderwentchemical-shiHjMRimagingfbrthe 

thymuswereassessed，Ｓｉｇｎａｌｉｎｔｊｅｎｓｉｔｉｅｓｏｆｔｈｅ 
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andLhymus/muscleratios（Ｔ/Mratios）were 

calculated、Wecalcul2tPdsignalintensityaｌｔｅｒａｔｉｏｎｓ
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(chomicaI-shiftratios）andevaluatedacorrelation 

betweGｎａｇｅａｎｄｔｈｅｍ・Results：Asignificant
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